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ゴール朝とll－12世紀のアフガニスタン

稲　葉 穣

は　じ　め　に

　ゴール朝は11世紀にアフガニスタン中央部から勢：カを伸ばし，ガズナ朝やセルジ＝一ク

朝と戦いながら領域を拡大していった王朝であり，またガズナ朝の後継者として北インドに

本格的に侵攻した王朝である。この王朝は最盛蒔にはガズナ朝の最大版図に匹敵する領域を

支配したが，最盛期そのものはそれほど長くはなく，その後西方においてはグズのテユルク

やホラズムシャー朝に敗れ衰退する。一方東方においては着実に成功をおさめ，13世紀以

降北インドにイスラーム政権が樹立される礎を築いた。それゆえガズナ朝に続いてインドの

本格的イスラーム化の扉を開いた政権として一般に言及されることが多い。しかしながらこ

の王朝については実は多くの事柄が未だ明らかにならぬ謎として残っている。

　この時代の東方イスラーム世界について多くの璽要な研究を行ったイギリスのボズワース

C．E．　Boswor£hはかって「（ゴール朝拡大の）ダイナミズムの底流にあった力は未だ十分に

理解されてはいない」と述べたが［Bosworth　1968：159］，その最も大きな要因は資料の不

足である。このボズワースの言葉が発せられたのは今から30年余りも前になるのだが，そ

れ以後実は研究に関わる資料状況はほとんど改善されていない。1970年代末までに行われ

た考古学的調査はアンドレ・マリクA．Maricqによるジャームのミナレットの「発見」と

いう目覚ましい成果をあげ，それとともにいくつかの新しい事実を明らかにしたが，それら

も調査研究が本格化する前に旧ソ連軍の侵攻とその後の内戦のために頓挫してしまった。そ

れゆえ現在筆者が持っている資料も相変わらず零細なものであることを最初に告白しておか

ねばならない。それにもかかわらずここであらためてゴール朝にかかわる幾つかの問題を取

り上げようとしているのは，筆者の現在の関心の所在のゆえである。筆者は前近代のアフガ

ニスタン地域の歴史を理解するための柱として，いわゆる「アフガン山塊」（後述）を巡る

道を位置づけるという作業を近年いくつかの論文において続けてきた［稲葉1990，1991，

1994］。その過程で7世紀から11世紀までの政治的あるいは地理的状況に関しての一応の整

理を行った。本稿においては11世紀末から12世紀にかけて，すなわちゴール朝時代のアフ

ガン山塊を巡る道の状況というものを考察し，7世紀以降のこの地域の歴史を通時的に理解

する一助としたいと考えている。

　しかしながら前述のようにゴール朝にまつわる謎は数多い。まずイスラーム化以前のゴー



コール朝と1正一i2世紀のアフガニスタン 17

ルの状況だか，ボズワースに専9ft　［Bosworth　1961］かあるにもかかわらず未だ不明な点が

多い。また王権を握った家系であるシャンサバー隅一　Sansabani家の起源，その権力掌握

過程の問題11世紀後半における爆発的拡大の背景，そして王都とされるフィールーズ

ターフFlrUzkahの所在の問題。これらの問題のいくつかに関してはジャームのミナレット

を調査したマリクが報告書［Marlcq　et　Wlet　1959］の中で提出した仮説をもとに多くの議

論かあり，未だ決着していない。もちろんこれらの問題全てに関して筆者が現在答えを準備

できているわけではないので，ここでは当時のゴール地方の地理的政治的状況を文献資料や

考古資料によって再確認／再考し，地理的政治的側面からゴール朝の特性に光をあててみ

たい。

1　ゴール朝以前のゴール

　まず最初にゴールという地域の地勢について述べ，あわせて本稿の前提条件をいくつか確

認しておきたいと思う。図1に示されるように，ゴール地方は現在のアフガニスタンの中央

部を占める山岳地帯の中にある。この山岳地帯は東のカラコルム山脈やヒンドゥークシュ山

脈といった山並みの西端にあたり，地勢的にヒンドゥースターン平原とイラン高原を分かつ

ものである。K曲一i　Baba，　Safid　KUh，　Slyah　Kah，　FlrBzkithといったいくっかの山脈の
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図1　　コーノレ地方全図
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複舎体なのだが，まとめて「アフガン山塊Afghan鍛assi租などと呼ばれたりもする（cf．

Bombaci　1957）。本稿でも便宜上この「アフガン山塊」という名称を用いる。

　このアフガン山塊の中央を貫くのが西流してヘラー5Herat地方を潤すハリールード

慧arir麗であり，そのハリールードの南測の地域を歴史的にゴールと呼び慣わしている。ち

なみに内戦前のアフガニスタンの行政区分でもゴールはだいたいその辺の地域にあたる。標

高3，◎00メートルを越える山々が屹立する険阻な地域で，現在でも外部からのアクセスが難

しい場所であると言われる。そのあたりの事情については1955年に京都大学学術調査隊の

一員としてゴール地方深くわけいった梅園忠夫氏の名著ilモゴール族探検記』［梅樟1956］

によって広く知られているところでもある。

　10世紀に書かれたアラビア語地理書であるイスタフリーaH＄takhr1のα1－Masdilik　wa　al－

Mamdlikやイブン・ハウカルIbn球awqalのKitdb＄arat　al一　‘A　rdは，ゴールは西でヘラー

トと接し，南でスィースターンSlstan，アルズ・アルダーワル‘Ard　al－Dawar（ペルシア

語ではザミーンダーワルZam1n　Dawar）と，東はバー一一ミヤーンBamiyan，グーズガー

ナーンGazganan，北はガルチスターンGharchistanと境を接しているとする［1§t．：272；

互H：444］o

　やはり同じ時期に書かれた地理書であるムカッダスィーal－MuqaddasiのAllsanα1－

tαqdisimによれば，　このゴー一一ルの山地からは大きな河が丸本流れ出している［Muq。：329－

30］。一つは前述のハリールード。二つ目は南流してスィースターン方面へ流れるヘルマン

ドルードHilmandrad，三つ目は南西に流れてファラへ到るファラルードFarahrad。これ

は途中でタイワラTaywara方面から流れてくるルード。イ・ゴールR霞d－i　Ghgrと合流す

る。閥つ目は北西へ流れメルヴMarwへと向かうマルヤンドルードMaryandrUdで，これ

はムルガーブMurghabを指すと考えられる。もちろんこれらの河にはいくつもの支流があ

るので，それぞれハリールード水系，ヘルマンドルード水系，ファラルード水系，ムルガー

ブ水系と呼ぶ方がよいだろう。ゴール地方がハリールードの南側であるのならば，ここであ

げられた四つのうち，ムルガーブ水系を除く三つがゴールの山岳地帯から流出する河川だと

考えていい。

　ゴールのような山岳地帯においては，主要な交通路は二心のことながら河川が山を刻んだ

地形に沿って成立すると考えられる　（もちろん後述のような例外もあるのだが）。一方歴史

的に，特にこの10世紀頃に先にあげたゴールの周辺地域からゴールに到る道には大きく三

本が数え上げられる。一つはヘラートからハり一ルード沿いに東行する道。二つ目は現在の

カンダハールKandahar（Qandahar）あたりからアルガンダーブArghaRdab，ヘルマン

ドルード沿いに北上していく道。三つ目はバーミヤーン，カーブルK：abu璽，ガズナGhazna

といった東部アフガニスタン地域から西へ向かう道である。第一の道は先に言及したアラビ

ア語地理書に現れるもので，そこにはヘラートからゴールの西の玄関のKhaSt／Chigtまで

の旅程も記録されている［1§牟．：285ほ耳：457；Muq．：349〕。また現代でもハリールード沿い
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にヘラートからカーブルへと抜ける道が中央アフガニスタンを横断する幹道として存在して

いる［Dupree　1977〕。二つ目の道も地理書に見えるもので，たとえばムカッダスィーにはブ

ストBustからダーワルを経てゴールに到る道が記されている［Muq．：350］。三三番目の道は

地理書には現れない道だが，ガズナ朝の第5代スルタンであるマスウードMas‘9dがIO4e

年ダンダーナカーンDandanaqanにおいてセルジューク族に敗れてガズナへ敗走した際に

用いられた道［TB：836－46，　851］であり，ガズナ朝に関する年代記である7厩肋一i　Bαyhαqi

やゴール朝についての最重要資料である7励αの房1肱5漉などでも何度かこの道の存在が言

及されている。ただしかなり険しい道であったらしく，軍の移動等に用いられた形跡はな

い1）。1954年岩村溝前がカーブルからバザーラジャートHazarajatに入る際に通過した道が，

この道の一部にあたると考えられる［岩村1978］。

　以上のような，三つ大きな河川とそれに沿う幹道との存在に対応させて，ゴールの山岳地

域を以下のように大きく三つにわけることができるだろう。

　　・第一エリア：ハリールード水系

　　・第ニエリア：ヘルマンドルード水系（南東部）

　　・第三エリァ：ルード・イ・ゴール水系（タイワラ近辺）およびファラルード水系（南

　　　西部）

　これらの地域が本当に一つのまとまりとして歴史的に動いてきたのかどうかについては，

残念ながら資料の不足により明書できないが，すくなくとも地形，自然環境からはこのよう

なおおまかな分類ができるのではないかという点を，本稿の内容の一つの前提として提示し

ておきたい。

ft　シャンサバーニー家の歴史

　1　シャンサバ・・…二　一家の起源

　さて，ゴール朝とよばれる王朝を形成したのは，ジューズジャー＝一Mi曲al　a王一Din

Jitzj2niのTabαqdt－i　Nasiriにおいてシャンサバーニー家と呼ばれている家系である。この

地域の歴史に関して極めて重：要な創見を数多く提出しているマルクヴァルトJ．Marquart

は，これを9ansaban〈§aRsab＜Sanasp〈vgnasp〈ggnaspと復元し，イラン系の起源を持

つと推測しており［Marquart＆de　Groot　1915：289］，ミノルスキーV．　Minorskyもそれ

1）　筆考は［稲葉1990：667］において，この道がガズナ朝時舞いかなる軍事遠征にも用いられな

　かったと記したがこれは正確ではない。実際はセルジューク朝との戦いの最中，ガズナから派遣

　された司令官とその随行の小部隊がこの道を利用してホラーサーンに移動している［TB：654〕。

　ただし大規模な軍事行動，副馬，という意味ではこの道は使用されなかったと言っていい。

　　なおBesworth　1961：119参照。
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に従っている［Minorsky　1982：333］。もしこの推測が正しいのならこの王家をシャナスプ

家と呼ぶべきなのだろうが，本稿ではジューズジャーニーの表記に従ってシャンサバーニー

家と呼ぶことにする。

　Tαbaqat－i　1＞δ5伽は，ファフル・アッディーン・ムバーーラクシャー・マルヴァズィー

Fakhr　al－Din　Mubarakgah　Marvazi　2）に依拠してこのシャンサバ一議ー家が全アラブの父

Tajl‘Barsadに遡るとしている［TN：319］。試みにTαbαqat－i　1＞み爾の記述に従ってター

ズィーウ以降の家系を図にしてみた（図2参照）。．ここでまず注目されるのはターズィーウ

の曾孫にあたるとされるザッハークPallhakの存在である。ザッハークは周知の通り

Sdihndimaにも現れる蛇を身体から生やした王であり，魔術を用いて千年の間君臨したとさ

れる人物である。一般に家系図というものが，それが本物であれ二二であれ，なるべく立派

な人物や王様に自分の家系を結びつけることにより，権威やレジテマシーを増すという目的

で飾られるのだとするなら，ここでイランの伝説的な悪役であるザッハークが登場するのは

極めて不思議なのだが，この点に関してはすでにマルクヴァルトが，ザッハーク，すなわち

ゾロアスター教の悪役である龍アジ・ダハーカが閉じこめられているダマーヴァンド山とこ
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図2　シャンサバーニ一家の系譜（Tal）aqδt－i！＞δξ疹κによる）

2）　このファフル・アッディーン・ムバーラクシャーは，ガズナに生まれ，Addb　abharbωaα1一

　蛎グという三主鑑の作晶を書いてデリーのスルタン・イルトゥトミシュIltutmi§（在位1210－

　35年）に献呈したことで知られる著述家である。ジューズジャーニーがひくゴール朝の王統にっ

　いての著述は，彼のもう一つの散文作品であるSiadara－yi　Ansdibにあると考えられる。　Shafi

　l938参照。
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のアフガニスタン南東部との関連を論じ〔Marqurt＆de　Groot　1915：288　一　89］，それを承

けたスカルチアG．Scarciaがより詳細な議論を行っている［Scarcia　1965］。そこでスカル

チアはザッ帰一クの伝説と，初期のムスリムの征服の際にダーワルのJaba圭al－z蟹山中でそ

の神像が破壊されたというズール神の信仰とを結びつけて考えようと試みているが，彼の仮

説の適否を判断するにはあまりに情報が不足している。

　ジューズジャーニーは続いて，ザッハークがアフリーズーンAfridhatnに倒された後，

ザッハークの子孫の一人ビスタームBistamがアフリーズーンの軍におわれてゴールの地に

いたり，ザール・イ・ムルグZar－i　Murghなる山の裾野に定住したという説と，アフリー

ズーンの兄弟スールSarとサームSamの娘と息子が駆け落ちして，ゴールのマンディー

シュMandlSの地に落ち延び，そこに居を定めたという説の二つを紹介している［TN：

321－23］。基本的にこれらは神話的伝説的な物語であり，なんらかの歴史的な事件と対徳さ

せるのは困難であるのだが，ここで注目すべきは二番昌の伝説にあらわれるマンディーシュ

という地名である。これは後にシャンサバーニー家がフィールーズクー・・フに本拠を移すまで，

王家の本拠地であり続けた場所なのである。

　2　スルタン・マフムードの遠征

　その後FOIad　GhUri　Sansabi，　Banjl　Naharan，　Amlr　S＃riを経て，シャンサバ一膳ー家

はムハンマド・プン・スーリー　Muhammad　b．　SUrlの時代となる。この時期，ゴール地方

の外ではかズナ朝の勃興期にあたり，同朝初代セビュクテギンSebUkteginがブスト方面か

ら何度かゴールに遠征を行った。ガズナ朝の王位が第3代目フムードMabmgdに移ると

ゴールへの遠征が本格化し，それにつれてゴールの歴史も徐々に明らかになってくる。

　前述の年代記丁観肋4Bayhaqi　lc言己eqされるマフムード時代のゴール遠征は三回ある。

一一ﾁは1010年，マフムードがブストからザミーン・ダーワルを経てゴールに向かったもの

［TB：132］。二つ目は1014年，同じくブストからゴール南東部のKhwabinへと遠征した

もの［TB：137］。三つ目は王子時代のマスウードが1020年にヘラートからハリールードを

遡って行った遠征である［TB：137・一・146］。一方，ウトゥビーAbO　Na§r　M噂ammad　al一

‘Utbiの瓶励al一　YaminiやTαbaqat－i　Ndi＄iriに記録されるマフムードのゴール遠征という

ものがある。残念ながらこの遠征がいつのことだったのか良書には記述がないのだが，ウ

トゥビーによればこの遠征にはヘラートのワーリー，アミール・アルトゥンタシュ

A圭tOnta§（後のホラズムシャー），トゥースTUsのアミール，アルスラン・ジャーズィブ

ArslaR　Jadhibという，当時のマフムード最下の最も有力な将軍が2人参加していた［KY：

it－123］。アルトゥンタシュは1017年以降ホラズムに任じられているので，この遠征はそ

れ以前に行われたことになる。これがバイハキーの記録するゴール遠征にあたるとするなら，

1010年のことだと考えられるだろう。後述するように1e14年のKhwabiR遠征は，ウトゥ

ビー，ジューズジャ一将ーの記録する遠征とは目的地が異なるからである。
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　この時ムハンマド。スーり一はアーハンガラーンAhangaranという城に立てこもって応

戦したが，結局降伏し，息子シーシュSI9とともにガズナに連行される3）。ムハンマドの後

は愚子のアブー・アリーAba‘Aliがガズナ朝によりこの地域の支配者の地位につけられた

［TN：329－330；cL　Nalm　1971：71］．

　3　アーハンガラーンとマンディーシュ

　この遠征の様子から当時シャンサバーニー家がどこに領地を持っていたのか，言い換えれ

ばシャンサバーニー家の勃興のスタート地点がどのあたりだったのかをある程度知ることが

できる。マリクによれば，ムハンマド・プン・スーり一が立てこもったアーハンガラーンは

現在チャグチェラーンChagcheranの南西，ハリールードからやや南に離れたところにあ

るカルア・イ・アーハンガラーンQal‘a－yi　Ahangaranにあたるという［Maricq　et　Wiet

1959：61］。一方ジューズジャーニーはムハンマドの居地はシャンサバーニー家の故地でも

あるマンディーシュだと記しており［TN：324，　328］，これをつきあわせるとマンディー

シュは現在のアーハンガラーンを中心とする地域であったことになる。詣然水系からすると

ハリールード沿い，第一一エリアに属する。このことからマリクはシャンサバーニー家の根拠

地はもともとハリールード沿いにあったのだと結論づけている。

　確かにアーハンガラーンとマンディーシュを結びつけるのは状況証拠，すなわちムハンマ

ド・プン・スーり一が立てこもって応戦したことから考えても一卜分納得が行くことである。

ジューズジャーニーによれば，アブー。アリーの甥アッバース‘Abbasはマンディーシュの

サンがSangaという地に城を築き，その後このサンガがマンディーシュの中心になった［T

N：331］。　そしてこれにあたりそうなSanga　Barというむらが丁度アーハンガラーンと

チャグチェラーンの間に今もある［Kohzad　1953：59］。これもマンディーシュがハリールー

ド沿いにあったという考えを補強しそうな点である。

　しかし一方でマンディーシュの所在については別の可能性も指摘されている。バイハキー

によれば，1030年ガズナ朝のマフムードが死去し，息子マスウードとムハンマド

M晦ammadの兄弟の間で王位が争われて結局後者が敗れることになるのだが，この時ムハ

ンマドはテギーナーバードTeglnabadの地で配下によって拘束され，そこからマンディー

シュの砦に移送される。テギーナーバードのクーフティーズKghtizの砦から出発したムハ

ンマドー行はまずジャンカラーバードJankalabadに鋼る。バイハキーは記す。

3）　ウトゥビーはムハンマド・プン。スーり一が立て籠もった砦の名を記していないが，603年／

　1206－07年にNa§ih　b　Zafar　Jurfadaqani　leよってっくられたKitdb　al－Yaminiのペルシア語訳

　であるTaijαma－yi　Tδ短目4　Yaminiにはこの砦の名がアーハンガラーンであると記されている

　〔TTY：313］。　Tabα9dt－i　NasinTより以前に記されたこの書の記述の情報源がどこなのかは不明で

　ある。
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　　ジャンカラーバードを発ち，ワーリシュターンWali§tanの地に着くと，道の左側にマ

　　ンディーシュの砦が遠くに見えてきた。〔TB：84］

　ここで言及されている地名に関しては，アブド・アルハッイ・ハビービー‘Abd　al嘩ayy

Habibiが考証を行っている。彼によると，まずテギーナーバードは現在のカンダハールの

IH市街にあたる。テギーナーバードはこの時期のみ現れる呼称であり，逆にカシダハールと

いう名前が同時代の資料にみられないことからもこの説は受け入れやすいものである。次の

ジャンカラーバードについてハビービーはカンダハールの北西io　km，アルガンダーブの

左岸に現在もジャンカルJankalという名前の村があるとしている［Hablbl　1971：151〕。し

かしムカッダスィー［Muq．：350］にはテギーナーバード（ムカッダスィーではBKRABAD）

から2マルハラの距離にあるKHNK：LABAD＝ヒンガラーバードKhingalabadという地名

が記録されていて，ジャンカラーバードはこれにあたるのではないかと考えられる4）。次の

地名ワーリシュターンは，ハビービーによればWaligtとも呼ばれる。通常Wa驚／Balis／

Waligtanとして知られる地名はカンダハールの南東，現在のバルーチスターンにある。し

かしハビービーは，それを，カンダハールの北方にある現ティッリーン。コトTirrin　Kot

からさらに北西にすすんだあたりにあるゴールワーリシュトGhUrwaligtにあてる［ifablbl

1971：150－15王］。一方Tabaqdt－i　Na＄in一には次のような記述がある。

　　四番目はWarnlである。ダーワルの地方，ワーリシュト，　Qasr－i　Kajgranはその支脈，

　　周囲にある。［TN：328］

これは，ゴールの山脈について述べた文章の一部であり，ここに見えるワーリシュトはダー

ワルの地方とともに現れることからもコ㌧ル地方南東部，すなわち第ニエリアに属するもの

と推定できる。

　とすると，ゴールの南東部にあるワーリシュト／ワーリシュターンから遠望できるマン

ディーシュと，ハリールード沿いにあるア一州ンガラーン周辺地域とではあまりに距離がか

4）　ここで現れるテギーナーバード，ジャンカラーバードくヒンガラーバードについてだが，本文

　中にも記した如く前者はこの時期用いられたカンダハールの別名であろうと考えられている。こ

　の地域は9世紀まではテユルク系の支配者の領有する地域であったこ稲葉1991；桑山1993］が，

　両者の地名はその事実と関係するのではなかろうか。7世紀宋から8世紀初頭カーブルを中心と

　する地域にテユルク系の王家が成立し，次いでザーブリスターンにも同じ王家の一員が王国を建

　てた。ところで桑山1993：41Gによれば漢文資料は8世紀初頭，船室（カーブル地域）に薦羅達

　二二勤（Qaradachi　Tegin）という王が冊立されたことを記録している。一方8世紀の中頃には

　カーブルの王家にKhilpgalaという名を持つ王がいて745年にはウッディヤーナU¢¢iyana王を

　兼ねていたという［桑山1991］。また，Ya‘qttbi［Historiae：479］は，アッバース朝のカリフ，

　アルマフディーの時代（775－785庫）にKgNKHLという名のカーブルシャーがいたことを伝え

　る。テギーナーバード，ヒンガラーバードはそれぞれ「テギンのまち」「ヒンガルのまち」という

　意味の地名である。上述のテユルク系の四達とこの二つの地名を直接に結びつける材料こそない

　が，状況証拠は両群の間になんらかの関係があったことを示しているようにも見える。
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　け離れている。マンディーシュと呼ばれる地名が複数あったのか，あるいはアーハンガラー

　ン＝マンディーシュの比定に問題があるのかだが，筆者は後者の可能姓を考える。というの

　も，マリクはこの説の根拠として1010年の遠征時マフムード軍はガズナから西に向かって

　置接山を越えてきたのではないかと示唆しているのだが，先に述べたようにバイハキーはこ

　の時マフムードがブストから北へ向かい，ヘルマンドルード水系に沿って進撃したことを伝

　える［TB：132］。またウ5ウビーはガズナの軍がゴールの大軍と戦い，険しい峠を越えて最

後にアーハンガラーンに言ったと記している［KY：ti一　123］が，これはかズナ軍がヘルマ

　ンドルード水系から分水嶺を越えてハリールード水系に鋼つたことを示しており，ムハンマ

　ド・プン・スーリー一一の軍はガズナ軍に追われて北へ撤退し，最後はアーハンガラーンに立て

　こもったのだと考えることができる。確証に欠けばするが，こう考えることにより上述のマ

　ンディーシュの問題は解決できるかもしれない。マンディーシュとサンガの関係についても，

　例えば候補としてヘルマンドルードの上流，ルード・イ・ゴール水系との分水嶺をなすクー

　フ・イ・サンガーンKgh－i　Sanganという山の麓にあるサンガーンSanganというまちを

　あげることもできる。ここなら南のカンダハール方面からやってきたムハンマドー行が道の

　左手に遠望できる山がある。またアダメックによれば，ここから北のハリールード水系へと

一つながる道がタイマニの民によって近年も移牧のために利用されているらしいEAdamec

　1975：351］。もちろんサンガがここでなくてはならないという確証はないわけだから，とり

　あえずこの時期シャンサバーニー家の支配地域がヘルマンドルード上流域から山を越えてハ

　リールード水系の一部にまで及んでいた可能性が高いという点のみ，ここで確認しておく。

　4　マスウーードの遠征とDRMY§B聖

　再びガズナ朝の遠征の話に戻ろう。102e年，マフムードの息子マスウードによってヘ

ラート方面からゴール地方への遠征が行われた。マスウー’ドは軍を率いてハリールード沿い

に東へ向かい，チシュトを経てゴールの地に入る。この時，ゴールの品品な首領の一入であ

るアブー・アルハサン・ハラフA臆al翠asan－i　K：halafとゴール，グーズガーナーンの境

域にいた別の首領のシールワーンSirw2nの二名がマスウードに協力している。マスウード

軍とこの両名の軍が集結したのが，チシュトのやや東にあったBagh－i　Wazirというリバー

トだった。ここからマスウード軍はゴールの山中に入っていき，まずBRTRという砦を落

とす。それからRZANを経て，　WYを攻め落とし，ついでTWRを陥落させ，多くの戦利

品を得てヘラートに戻っている。この遠征の途中，RZANを陥落させた時，その近隣に領

地を持っていたDRMYS　BTなる王がマスウードに嚴凝してきている。　この人物はジャル

ワスJarwasのまちに根拠をおいていたという£TB：137一．145］。

　マフムードによるアーハンガラーン攻略から約io風後のこの遠征時の記述から明らかに

なるのは，この頃未だゴールは諸勢力の割拠する地域であり，後のゴール朝のごとき統一政

権は影も形もなかったということである。
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　アブー・アルハサン・ハラフやシールワーンについてはこれ以外に情報がなく不明なのだ

が，DRMYS　BTの方は実は別の資料にも記述がある。10世紀末，ゴールに隣接するグー

ズガーナーンでおそらくは書かれたであろう著者不明のペルシア語地理書珈面4αム翔α彫

にはDRMSANという地名が書及され，そこの支配者としてDRMSY－gahという名前があ

げられている。このDRMSANはブストとグーズガーンに接する地域だとされる［H‘A：

96］。　ミノルスキーはこのことから，この王の支配領域はムルガーブとハリールードの間か

ら南の方へと伸びていた，すなわちこの王はゴール地方の東部を南北に広がる地域を支配下

に入れていたのではないかと推測している〔Minorsky　1982：333〕5）。一方同書はこの

DRM§Y・gahとは別にまたGhgr一§ahという支配者がゴールにいることも記している

［耳‘A：io1］。この記述から，ミノルスキーとそれに従うマリクとは後者をシャンサバー

ニー ﾆ，前者をTαbaadt－i　Nd＄iriに見えるゴールのもう一つの有力家系であるシーシュ§is

家にあてようとする［Minorsky　1982：333；Maricq　et　Wiet　1959：63］6）。この同定が正し

いのかどうかはいまは措くとしても，10io年以降ガズナ朝に服していたマンディーシュの

シャンサバーニ一家とこのDRMYS　BTとが異なるものであるのは確実である。

　この遠征の時にあらわれる地名については，ミノルスキー，マりク，ハビービー等が同定

を試みているが，傍証の少なさゆえに確実な結論にはいたっていない。特に遠征経路の点に

着目しっっ筆者の考えを述べるなら以下のようになる。

　マスウードはヘラートから東に向かってチシュトにいたる。ここまではマスウードに抵抗

する者はいなかった。もしかしたらアブー・アルハサン・ハラフの領地がこのあたりだった

のかもしれない。一方ハリールードの申流域にはアーハンガラーンがあり，ここはかズナ朝

に服していたわけであるから，　ハリールード沿いに遠征がなされのであればDRMYS　BT

の領地はチシュトとア一曹ンガラーンの間にあったということになる。彼の本拠地は先に述

べたようにジャルワスというまちだったのだが，このまちはYaqRtの瓶知初al－Buldan

によれば「ヘラートとガズナの間に」あった［Yaqgt．：漁一130］。ヘラートからガズナ方面

へ向かう遵は最：初に述べたようにハリールード沿いに伸びているから，ジャルワスがハリー

ルード水系に属する地域にあったとすることの，これは傍証になるかもしれない。またバイ

ハキーによれば，RZANを攻め落としジャルワスまであとIO日の距離になったとき，

DRMYS　BTが服従の意を示してきたために，マスウードは「向きを転じて」WYとTWR

に向かったという［TB：139〕。　バイハキーの記述から，　ジャルワスはチシュト→バーグ。

5）　この名前の前半部をミノルスキーはVarme9（マリクはWarme9とする）と復元する。一方後

　園部BTはペルシア語のbet／bedにあたるので，　DRMYS　BT／DRMSY　gahはともに「DarmiS

　〈Varme9（の）王／一長」を意味すると考えられる。

6）　Tabaqdit－i　Nasin一［TN：351］にはシーシュ家のDRMYSなる人物が登場しており，それがミノ

　ルスキーやマリクの推測の一つの根拠となっていると考えられる。
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イ・ワズィールー・一・・BRTR→RZANという行程の先にあったことがわかるが，マスウードが

最初にとったルートは地形的に見てもハリールード沿いのものであったと考えるのが自然で

あるから，やはりジャルワスはチシュトとアーハンガラーンの間に位置することになる。マ

リクはRZANをZaranに比定しており，それはハリールードの支流ザラーン川沿いのどこ

かだろうと述べている。図3にも示したが，現在アフガン山塊を東西に貫く畑道は，このザ

ラーン川河口からシャフラク川沿いに東へ向かい，シャフラクSahrakのまちを通る。ジャ

ルワスが果たしてこのシャフラクのあたりにあったのかどうかやはり確証はないが，1圭世

紀初頭DRMYS　BTの領地はアーハンガラーン以西のハリールード水系に属していた，　と

いう点までは了解できると考える。

＿道路

一河翔

Her5t Obeh

TOIak
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図3　ハリールードの流路と幹道（現代）

　前述のようにマスウードはRZANからジャルワスに進まず「向きを転じて」WYと

TWRに向かった。ジャルワスがハり一ルード水系にあったとすれば，　WYとTWRはそれ

とは瑚の方向，地域にあったことになる。候補を探すとすれば現在のタイワラTaywaraを

中心とする地域になるだろう。バイハキーはWYについて

　　そこはかってゴールの国都（dar　al－mulk）でもあった◎その地を領有したワーリーに

　　は，［ゴール］全土が服従したのであった。［TBほ403

と述べているが，ここで想起されるのはジャームのミナレットが「発見」される前に，タイ

ワラがホルディッヒHoldichによって，その気候の良さ，豊かさ，遺跡の豊：富さゆえに

フィールーズターフの候補だと考えられていたことである［Koldich　1910］。実際，近現代

においてもこのタイワラが，タイマ日歯が多数を占めるゴーラトGhorat地方の中心であっ

たことは梅宿題によって記録されている。同時に一山氏はタイワラからヤハーンYahanに

到るルード・イ・ゴール沿いに数多くの物見塔らしき遺跡が立ち並んでいて，その様相や密

度からいっても中心はヤハーンあたりだろうかとも記している［梅棟1956：82　一　83：cf．　Ball
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1982：i・一・186，264］。ちなみにバイハキーはマスウードがWYを攻めた時，そこに「ゴール

風のクーシュク（k99k）」が多数あったと記録している［TB：141］。ここで言う「クーシュ

ク」は小規模の砦を意味しているが［Raverty　1979：i－331　n．2］，これは白白氏の報告と
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図4　il世紀前半におけるガズナ朝の遠征経路
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符合するものと言える。この地域が冒頭で提示した第三エリアの申心であったことは確実で

あろう。もしかしたらこの地域の主こそがdedad泌別α魏に見えるGhQrgahなのかも知

れない。

　以上，11世紀前半におけるガズナ朝のゴール遠征の記述を手がかりに，その遠征経路の

検討とゴールの情勢についての推論を行ってきた。11世紀前半ゴールの地には知られてい

る限りで三つの勢力が三つの水系の応じる形で存在していたのではないか，というのが本章

での検討から導き出した筆者の結論である。なおガズナ朝の遠征経路については図4に，

ゴールの政治勢力のあり方ついての概念図は図5に示しておいた。

里　アフガン由塊を巡る道とゴール朝

　1　シャンサバーニー家の興隆

　その後のシャンサバーニ一家の歴史は，既にキーファーKieffer　Ch．［1961；1962］，ボズ

ワース［1977］らによって詳しく描写されている。ここではジューズジャーニーの記述に主

に拠りながらその概略のみを簡単に辿っておきたい。

　マスウードの時代，アブー・アリーの兄弟シーシュの息子であるアッバース‘Abbasが叔

父に反乱し，シャンサバ一口一家の統領の座を奪った。その後ガズナの王位がイブラーヒー

ムIbrゑhlm（在位1059　一　99年）に定まると，彼は他のゴールの民の要請を受けて出兵し，

アッバースを廃してその息子ムハンマドMullammadを擁立した［TN：330　一　33］。ちなみ

に13世紀の著述家であるシャバーンカーライーM晦a鶴amad　b．‘Ah　Sabanqara’iによれば，

ゴールがガズナ朝に背いたのは，纂奪者トゥグリルTughrilによってアブド・アッラシー

ド‘Abd　al－RaSild（在位1049－52年）が殺された1052年のことだという［MA：85］。

　dブラーヒームにより擁立されたムハンマドも，その後を継いだ兄弟のクトゥブ・アッ

ディーン・ハサンQuψal－Dln球asanも，おそらくはガズナ朝と良好な関係を保ち，それ

を背景として着実に力を伸ばしていったと考えらる。クトゥブ・アッディーンの息子イッ

ズ・アッディーン・フサイン‘lzz　al－Din恥saynの時代になると，シャンサバーニー家は

ガズナ朝との関係と平行してセルジューク朝のスルタン・サンジャルSanjarとの関係を深

めていく。毎年贈り物をし，その返礼を受け取るようになっていったとジューズジャーニー

は伝えている［TN：335］。

　イッズ・アッディーンは死去する前に自分の息子達に領地を分配した。クトゥブ・アッ

ディーン・ムハンマドQu‡b　al－DiR　MubammadにはWarsar／War甑daを，サイフ・アッ

ディーン・スーり一Say£al－Din　SRrlには王stiyaを，ナースィル・アッディーン・マフムー

ドNa＄ir　al－D至n　M的mOd　7）にはMadlnを，バハー・アッディーン・サーームBaha’al－Din

7）　7励α願房1％5漉はここでNa§ir　a玉一D董n　Mabmndと記しているが、同じ人物は別の箇所［TN：／
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samにはマンディーシュの都サンガを，アラー・アッディーン・フサイン‘Ala’al－DiR

耳usaynにはWajirの砦を，ファフル・アッディーン・マスウードFakhr　al－Dik　Mas‘ad

にはKagiの地を与えた［TN：335－36］。これらのうちWalirはヘルマンドルード水系の最

も東の部分を占めるワジーリスターンWa舞呈stanに，　Ka§1は現チャグチェラーン郊外の

Qal‘a－yi　Kassiにあたる［Dupree　1970：458］。

　クトゥブ・アッディーンはその後自らの居地にふさわしい場所をと求めてフィールーズ

ターフの地を選びまちの造営を始める。しかし兄弟達と不仲になりフィールーズターフの造

営を放り出してガズナに去った。そのときガズナ朝のスルタンはパフラームシャー

Bahramgahであった。彼の即位は1117年（1157年まで在位）なのでフィールーズターフ

の造営はその頃あるいはそれ以降の時期に着手されたと考えてよい。

　ガズナに迎えられたクトゥブ・アッディーンはパフラームシャーへの叛意を疑われ毒殺さ

れてしまう。これがその後のガズナ朝とシャンサバ一跨一家の戦いのきっかけとなった。ク

トゥブ。アッディーンの復讐のため，兄弟のサイフ・アッディーン。スーリーがゴールの軍

を率いて進撃し，1149年パフラームシャーからガズナを奪いとる。しかしサイフ・アッ

ディーンは冬期ゴールの本地と切り放されて孤立したところをパフラームシャーに反撃され，

捕らえられて殺される。今度はサイフ・アッディーンの兄弟，バ一一・アッディーンとア

ラー・アッディーンの2人がガズナ遠征軍を組織しガズナを目指した。バハー・アッディー

ンは遠征途上客死してしまうが，アラー・アッディーンは再び大軍を組織しザミーンダーワ

ルからガズナ方面へ向かった［TN：336　一　39］。

　アラー・アッディーンは迎繋のたあに出陣しできたパフラームシャーのガズナ軍とザミー

ンダーワルで激突し勝利を収める。その後テギーナーバードにガズナ軍を追撃し，再びこれ

を打ち破ってそのままガズナに進撃してまちを制圧した。ちなみにこの時ガズナのまちに火

をかけ，七日七晩燃やし続けたというところから彼は「ジャハーンスーズJahansRz（世界

を燃やす者）」の異名をとることになる［TN：341－46］。次いでアラー・アッディーンはス

ルタン。サンジャルとの間に戦端を開き，遠征してきたセルジューク軍とナーブNabの地

（チシュトとオーベの間）で戦うが敗れる［TN：346　一　47；王A：xi－164；ChM：65　一　66］8）。

彼はしばらくサンジャルのもとに捕虜としてとめおかれた後ゴールに戻り，今度はバーミ

ヤーン，トハーリスターンTukharlstanを征服，南方ではジュルームJuram，ダーワル，

ブストを鋼する。同晴にゴール西部のトゥーラクTglakの砦やガルチスターンの諸地方を

も征服し，アフガン山塊のほとんど全てをその手中として名実ともにゴールの王となる

［TN：348］o

＼339］ではSihab　al－Din　Mubammadとして言及されている。図2には後者の呼び名を採用した。

　なおRaverty　1970：i－343　n．5参照。

8）Chahar　mqalaでは，戦いの場はawba（現オーベ）とされている。
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　アラー・アッディーンの後を継いだ息子サイフ・アッディーン・ムハンマドの時代，ア

ラー・アッディーンによってワジーリスターンの城に幽閉されていたバハー・アッディーン

の2人の息子，ギヤース・アッディーンGhiyath　al－Din　Mubammadとムイッズ・アッ

ディーンMu‘izz　a玉一Din　M峰a斑madが解放される。サイフ・アッディーンの死後ギヤー

ス・アッディーンが後を継いでゴールの支配者となり，弟ムイッズ・アッディーンとともに，

ホラーサーン，アフガニスタン，北インドにいたる広大な領域を支配しゴール朝の最盛期を

現出することになるのである。

　2　シャンサバ一調ー家とガズナ朝

　このようにしてシャンサバーニー家はコ㌧ルの支配者となり，我々がゴール朝と呼ぶとこ

ろの王朝を樹立したわけだが，前章で述べたようにガズナ朝がゴールに侵攻し始めた時期，

同地は多くの小規模な首長達が割拠する状況にあったと考えられる。1020年の時点でも少

なくとも三つ以上の勢力が確認でき，シャンサバー＝一家もその一つに過ぎなかった。その

中からシャンサバーニー家はどのようにしてゴールの支配者になることができたのだろうか。

もちろん資料の絶対的不足という状況下，詳しい事情は不明なのだが，ボズワースも簡単に

示唆している通り［Bosworth　1977：68　一　69］，そこにガズナ朝の干渉があったことは否めな

いだろう。10io年にマフムードがムハンマド・プン。スーり一をア一十ンガラーンに打ち

破った後，マンディーシュの支配者となったムハンマドの患子アブー・アリーはマフムード

の遠征の前からガズナ朝と連絡をとり，親ガズナ朝の姿勢を見せていたとジ＝一ズジャー

ニーが報告している〔TN：330］。詣然彼は父のあとを継いだ後もガズナ朝の後ろ盾を得な

がら支配を行ったと考えられる。ところがガズナ側側の混乱，すなわち1030年代後半以降

のセルジューク朝に対する敗北や，三〇52年の将軍トゥグリルによるガズナの王位纂奪と

いった事件に呼応するように，シャンサバ一画ー家の領域における親ガズナ朝派は力を失い，

反ガズナ朝の立場をとるアッバースが政権を握る。やがてガズナ朝側がイブラーヒームの時

代になり，それと前後してセルジ＝一ク朝とガズナ朝の間に和平が成立すると9），再びガズ

ナ朝はゴールに介入する。イブラーヒームは軍事遠征を敢行してアッバースを廃し，その息

子ムハンマドを王位につけたのである。王位についたムハンマドはガズナのスルタン達によ

く仕え，定められた税金をガズナに送ったという。明らかにガズナ朝側の政情とシャンサ

バーニー家の動向は連関している。

　ムハンマドの後を継いだクトゥブ・アッディーン・ハサンはタガーブTagab等ゴール南

東部の地域に積極的に進出し，その成果を受け継いだイッズ・アッディーンはガズナ朝のみ

9）セルジューク朝の成立からサンジャルのガズナ征服にいたる約80年間のセルジューク朝＝ガズ

　ナ朝の関係については稲葉1990を参照。
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ならず，当時ホラーサーンの支配者として，また大セルジューク朝の復興者として勢力を増

大しっっあったサンジャルとの間に関係を結ぶことにより，自らのゴール内部での立場をよ

り強固なものとしようとした。イブン・アルアスィールIbn　al－Athirの以下のような記述

が状況をよく示している。

　　［クトゥブ。アッディーン・ムハンマド・プン・フサインは］ガズナのサーヒブ，パフ

　　ラームシャー・プン・マスウード・プン・イブラーヒームの縁戚であった。パフラーム

　　シャーはセビュクテギンの家系に連なる者であり，この縁組みの故にムハンマドの力は

　　高まった。［IA：xi－135］

　このように，外部の強力な勢力との関係を背景にシャンサバー＝一家はゴール全域に対し

て徐々に支配権，というよりも指導権を確立していったと推測されるのである。

　3　シャンサバーニー家とゴール諸侯

　逆に，外部勢力の権威や力を借りねばならないほどゴールの内部はまとまりを欠いていた

とも言える。考古学的に見たゴールの特徴というのは，山々の尾根沿いに点々と連なる小規

模な砦や塔の存在なのだが［Allchin＆Hammond　1978：335・一・343〕10），これもゴール地方

が小規模な政治勢力の群立する地域であったことの傍証となるだろう。後にガズナ朝やセル

ジューク朝の力を背景にゴールで最も奮力な家系となったシャンサバーニー家も決して他の

諸侯に対して絶対的な支配力を持っていたわけではなかった。例えばジューズジャーニーは

クトゥブ・アッディーン。ハサンの治世の項で次のように記している。

　　ゴールの諸部族全体の気質の中に暴虐，粗暴驕慢，叛意，反抗が強く存していた。常

　　に二つの部族の間に反目と戦いがあったし，毎年ゴールの王国のどこかで反乱が起こつ

　　ていた。［反乱者達は3定められた税の支払いを拒否した。いま現在，スルタン達の治

　　世の終わりになってもそれらの諸部族の状況は岡じ様なものである。〔TN：333］

　その後，ガズナを征服して勢いに乗っていたアラー・アッディーンがサンジャルに敗れ捕

らえられていた問，ゴール諸侯はあっというまにシャンサバーニー家に対して叛旗を翻し，

アラー・一・アッディーンの甥ナースィル・アッディーン・フサインNa§ir　al－Dln輩usaynを

自分たちの塊儒としてゴールの王位につけた。ジューズジャーニーは記す。

　　スルタン・アラー・アッディーンがゴールの玉座にいない隙に，ゴール地方の山地のア

　　ミール達，有力者達の合意でアラー・アッディーンの甥マリク・ナースィル・アッ

　　ディーン・フサイン・マーディーニーが連れてこられ，フィールーズターフで即位させ

　　られた。他のゴールの人々よりも高慢とか専横を好んだ反抗的な領主（wilayat　ki甜

10）　ゴール南西部のそれについては第三章でも言及した梅樟1956：82　一　83を参照。また，バーミ

　ヤーンにおいてもゴール朝時代前後に建設されたとおぼしき，険しい山の尾根に点在する小高が

　見られる［Le　Berre　1987］。
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　　の一団は多くの悪事を働き，スルタンの財庫や財産をマリク・ナースィル・アッディー

　　ンから報酬，サダカ，下賜と称して無理やり手にいれた。［TN：348］

　またジューズジャ一八ーはゴールにシャンサバーニー家と並ぶ勢力の持ち主としてシー

シュ家という家系があったと伝えている。ゴール朝の最盛期のスルタンであったギヤース・

アッディーンは前述のように従兄弟であるサイフ・アッディーンの死後，その後を継いでス

ルタンとなるのだが，サイフ・アッディーンを死にいたらしめたのは彼が戦っていた敵であ

るグズではなく，シーシュ家のアブー・アルアッバースAb9　al一‘Abbasなる将軍だった。

アブー・アルアッバースは自分の兄弟がサイフ・アッディーンによって殺されたことを恨み

仇討ちをしたのである。アブー・アルアッバースはギヤース・アッディーンを王位につけ，

自らその後見者となって大きな権力を握ったが，後にギヤース・アッディーンによって除か

れる［TN：354　一　55］。

　この出来箏はシャンサバーニ一家の支配が決して安泰ではなかったことをもちろん示して

いるのだが，もう一つの背景として，シャンサバーニ一家内部の王位継承争いを指摘するこ

とができるかも知れない。ジューズジャーニーによればイッズ・アッディーンの七人の恩子

のうち，王家の拠点サンガを分封されたのはバハー・アッディーンであり，彼こそがシャン

サバー＝一家の当主の座を父から受け継いだ人物だった。しかしバハー・アッディーンはガ

ズナへの遠征途上死去し，彼の弟であったアラー・アッディーンがガズナ征服の功をもって

シャンサバーニー家の当主となった。アラー・アッディーンの後を継いだのは息子サイフ・

アッディーン。一方バハー・アッディーンの嫡流であるギヤース・アッディーンとムイッ

ズ・アッディーンの兄弟はアラー・アッディーンにより幽閉されていたのである。ギヤー

ス・アッディーンの即位はシャンサバーニー家の当主の座がアラー。アッディーンの系統か

ら再びバハー・アッディーンの系統へと戻ったことを意味する（図2参照）。アブー・アル

アッバースによるサイフ・アッディーン殺害にギヤース・アッディーンが積極的に関わった

証拠はもちろんどこにもないのだが，意図したにせよしなかったにせよギヤース・アッ

ディーンは，シャンサバーニー家のゴール支配が磐石という言葉からほど遠い，という状況

のお陰で王位につくことができたのである。

　もっと後になって，ギヤース・アッディーンとムイッズ・アッディーンの兄弟が大成功を

おさめた後ですら，実はスルタン達がその軍を完全には掌握していなかったのではないかと

疑わせるような記事もイブン・アルアスィールに見られる。1187年にアジュメール方面へ

遠征したムイッズ・アッディーンはチャーハマーナ朝の王プリティヴィラージャ

Prithivirajaを中心とするインド軍に手痛い敗北を喫し，ムイッズ・アッディーン自身も重

傷を負った。ムイッズはこの敗北の原困を，態勢悪しと見てムイッズ・アッディーンを見捨

てさっさと敗走してしまったゴール軍にあるとし，自分はもうゴールの軍隊を信用しないと

言明している［IA：幼一91］。ラホールのガズナ朝を滅ぼして北インドの覇者となりつつあっ

たムイッズ・アッディーンでさえ，ゴール人の軍隊の掌握には手を焼いていたという証であ
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ろう。

　このようにいっ離反するかわからないような諸勢力を糾合しまとめあげるには，外側に共

通の敵，邑標を設定し，利害を共有するのが一番の方法である。ジューズジャーニーはシャ

ンサバー＝一家の王の系譜に，はじめてガズナを征服したサイフ・アッディーン・スーリー

の名をあげているが，彼にしてもアラー・アッディーンにしても，強大な外敵ガズナ朝に挑

み戦うという目標において，ゴールの軍勢を統率することができたのであり，それによって

コールの王として列せられていると言える。クトゥブ・アッディーンの殺害に端を発する

シャンサバ一一　＝一家の一連の対ガズナ朝戦争は，それが勝利を重ね多くの戦利品を提供し得

たことによって，同家の求心力を一層高めたと考えられる。アラー・アッディーンはその力

をうまく統合して爆発的な拡大へと結びつけた。ゴールから外へ向かって進出することに

よってはじめてシャンサバーニー家はゴールの統率者，支配者となることができたのである。

IV　フィールーズターフの所在

　1　フィールーズターフを巡る問題

　最後にゴール朝に関しておそらく最も良く知られている問題について言及しておきたい。

ゴール朝の都であるフィールーズターフの所在である。この議論が生じたのは，1957年フ

ランスのアフガニスタン考古学調査隊の一員であったアンドレ。マリクが，アフガニスタン

の著名な歴史学者アフマド・アリー・コーブザードAbmad‘Ali　K：ohzadの依頼を受け，土

地の人のみに知られていたミナレッ5の調査を行ったことがきっかけだった。このミナレッ

トはハリールード沿い，シャフラクのまちから北北東へ向けて約40k拠のところ，ハリー

ルードに支流のジャーム河がそそぎ込む狭隙な谷間の南東の岸に位置している。マリクは

1959年にミナレットの調査報告を刊行し，そこでミナレットのある場所すなわちジャーム

Jamこそがゴール朝の都フィールーズターフだったに違いないと述べた。マリクにそう確

信させるほどに，このミナレットは見事な建築物であった。それに対してローレンツ・レ

シュニクR．Leshnikはマリクの地名比定に異議を唱え，フィールーズターフの候補として

は，ジャームのミナレット「発見」以前に，ホルディッヒによって比定されていたタイワラ

の地の方がやはりふさわしいのではないかとした［Leshnik　1968　一　69］。その後ジャーム説

を支持する研究，ジャーム説に疑問を呈する研究などが発表されたが，ここで一体何が問題

なのかをまとめてみたい。

　最初にジャーム説に疑問を呈したレシュニクの論点は大きく三つあった。一一っはジャーム

が周囲から極めて孤立したuケーションにあるという点である。だからこそその見事な建築

美にもかかわらず今世紀の半ばまで限られた者しかこの存在を知ることがなかったのである

が。現代，中央アフガニスタンを東西に横断する道は，ヘラートを発して最初ハリールード

沿いに粟に進み，チシュトの東方で南東にそれて，ハリールードの支流の一つであるシャフ
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ラク川の流域に入る。それからシャフラクのまちを通過し，今度は北東に向かって，アーハ

ンガラーンのやや東でまたハリールードの流域に入る　（図3参照）。ジャームのミナレット

は上述のようにハリールード沿いにあるのだが，このチシュト～アーハンガラーン間，ハ

リールードの峡谷は非常に険しく，川沿いには十分な広さを持つ道がない。またシャフラク

からジャームにいたる道も，険しい峠を最低三つは越えなければならないと報告されている

［Dupree　l970：465］。そのような孤立した場所が，仮にもホラーサーン，北インドにまた

がる帝国を現出したゴール朝の都であったとは信じられない。またミナレットのある地点は

両側から険しい山が迫っていて，ジューズジャーニーが報告するような宮殿やモスクが存在

したり，バザールや住居が並ぶような空間的余裕がないともレシュニクは指摘する

［Leshnik　1968　一　69：41　一　42］．

　二番目はマリクによって行われた幾つかの地名比定に対する疑義で，その中でも重要なの

は，フィールーズターフと，ゴール朝の冬の都があ「つたザミーン・ダーワルの地は40ファ

ルサングの距離にあったとするジューズジャーニーの記述［TN：364］の解釈である。

ジャームとザミーン・ダーワル＝ブストの間は実際にはもっと離れているというのである

［Leshnik　1968　一　69：45　一　46］．

　三番目は現在ハリールードの北方に暮らすフィールーズクーヒー　Flritzk“h三と呼ばれる

部族の存在で，マリクはこの部族の名前自体がフィールーズターフからとられたものであり，

彼らがハリールードの北方にいるという事実は，フィールーズターフのまちがハリールード

のすぐ近く（マリクによれば爾側）にあったことの証だと述べるのだが，レシュニクは彼ら

が現在も半遊牧生活を送っている，すなわち移動する民であることや，フィールーズクー

ヒーを含むチャハール。アイマクの民の起源は実はかなり新しいのではないかといった点を

指摘し，ティムール朝一代以降フィールーズクーヒーが同じ場所に住み続けていたというマ

リクの前提を否定している［Leshnik　1968・一・69：42　一　43］。

　レシュニクによって提出されたこれらの疑義に対し，ジャーム説を擁護する研究がいくつ

か発表され，その中で第二点，第三点についてはやナータA．Jana£a［1971］やヴェルセリ

ンV．VercelliR［1976］によって説明が試みられているli）。それでも1970年代にジャーム

を詳しく調査したドイツのヘルベルクW．Herberg［1976］は，どう考えてもあのような狭

隆な谷聞に大きな都があったとは考えにくく，またジャームにはジューズジャーニーの記す

都のファシリティーに適合しそうな遺跡は残っていないと指摘している12）。

1王）　レシュニクの第二点については，スカルチアが別の説を提出している。すなわち，コ㌧ル地方

　の南部にあるラルワンドLarwandで発見されたインド風の意匠を持つモスクについての調査報

　告の中で，この場所こそがフィールーズターフから40ファルサングの距離にあるゴール朝の冬の

　都なのではないか，と述べたのである［Scarcia＆Tadde員973］。ただ，スカルチアもフィー

　ルーズターフの場所についてはジャームであると考えている。

12）一方1962年にイタリアのブルーノは，ジャームのミナレットの近くでヘブライ語の銘の刻まれ／
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　結局問題は，周囲から隔絶したジャームのVケーションの評価，つまりレシュニクのeg一一一

の疑義の部分に絞られるのではないかと筆者は考える。マリクは，ゴール朝時代アフガン山

塊を横断する道はずっとハリールード沿いにあり，ジャームはその途上，しかも位置的にま

さしくアフガン山塊のまん中に位置することにより，各方面に対してのアクセスがよかった

のではないかと考えており［Maricq　et　Wiet　1959：6e］，逆にレシュニクは1ゴールのよう

に険しい山と深い峡谷を地理的特徴とする地域において，昔と現在とで金く幹道が異なるこ

となど考えられないとするのである［Leshnik　1968　一　69：41］。ちなみにヘルベルクは，

ジャームからハリールード沿いに東西に進むのは極めて困難だし，西側に向かっては道すら

ないのだと報告している［Herberg　1976：67］。

　この問題に関して，現地調査が不可能な現在の状況で何か決定的な説を出すことはもちろ

ん不可能であるが，11－12世紀のアフガニスタンの政治的地理的状況という，もう少し大

きな枠組みから何らかの考察が可能ではないかと考える。

　2　道の交わる場所

　ここで注目するのはゴール朝の外への発展という動きの中でフィールーズターフがどんな

意味を持っていたのかである。

　先に述べたように筆者はサイフ・アッディーン・スーリーとアラー。アッディーン・フサ

インの成功によってはじめて，ゴールの諸勢力を糾卸する政治勢力としてのゴール朝が成立

したと考えるのだが，特にアラー・アッディーンの征服活動が有した意味は大きかった。イ

ブン・アルアスィールによれば，彼はガズナ征服直後の1152年はヘラート方面へ軍を差し

向け，ヘラートから4マルハラの距離にあるマラーバードMalabadを荒らしヘラートを包

囲している。また北方バルブに迫って一旦はまちを征服したという［IA：Xi－164］。その結

果としてセルジューク朝のサンジャルとアラー・アッディーンの軍がハリールード沿いの

ナーブの地で激突することになる。この戦いではゴール軍が敗れ，アラー・アッディーンは

一時虜になっている。一方ジューズジャ一面ーによると，アラー・アッディーンはサンジャ

ルの捕虜の身から解放されゴールに戻った後，バーミヤーンからヒンドゥークシュの北方に

進出したと言う［TN：348］。順番はどうあれ，彼は結果としてアフガン山塊を巡る道の東

半分を手に入れた。当時この道の上で他世界とのジャンクションとして機能していたまちは，

北からバルブ，ヘラート，スィースターン，カンダハール，ガズナの五つで，それぞれが

マーワラー・アンナフル，ホラーサーン，ケルマーン／ファールス，スィンド，ガンダー

＼た多くの石を発見し，それを，そこにあったであろうユダヤ教徒の墓地に由来するものではない

　かと報街した［Bruno　1963］。ブルーノはジャーム・・フィールーズターフ説に立脚し，フィー

　ルーズターフの軍営相手に商売をしていたユダヤ人の小規模なコUニーがそこにあったことの証

　ではないかと推測している。
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ラ／パンジャーブという地域へと鋼る道の出発点になっていた。かってガズナ朝はこの道

を支配することにより多大な富を得，それをもってインド征服の軍資とした［稲葉1994＝

210－11］。アラー・アッディーンの真の意図を今知るすべはないが，中央アジア，西アジア，

南アジアを結ぶ結節点としてアフガン山塊を巡る道が産み出す富が，征服活動の大きな狙い

の一つであったことは想像に難くない。結果として彼の征服活動はアフガン山塊を巡る道上

の主要都市に対する多発的攻撃であったのである。ヘラートとバルブについては，サンジャ

ルや，そのサンジャルをさえ脅かしたグズの存在ゆえに支配下に置くことはできなかったが，

その後ギヤース・アッディーンの時代にはこの両都市も征賑された。

　王朝の初期における軍事行動がこのような性格を持っていたなら，それは王都である

フィールーズターフの存在のあり方にも反映されるのではないか。アラー・アッディーンの

後を継いだサイフ・アッディーンはグズを携撃するためにガルチスターン北部からメルヴ・

アッルードMarv　al－Radに進出している［TN：354］。ギヤース・アッディーンの時代，ヘ

ラート，スィースターン，ガズナ，ターラカーンT61aqan，ファールヤーブFaryab等が征

服され，アフガン山塊を巡る道のほぼ全てがゴール朝の支配下に入った。またムイッズ・

アッディーンによってガズナ，カーブル以東の北西インドへの進出もなされていくQこのよ

うな征服活動において彼らの軍事行動の出発点は常にフィールーズターフだった。アフガン

山塊を巡る諸地域に軍を率いて遠征し，征服し，支配するために便のよい場所にフィールー

ズターフはあったのではなかろうかとのマリクの推郷に筆者も大枠として同意する。

　逆の事例がある。ギヤース・アッディーンがフィールーズターフで即位した時，バーミ

ヤーンの王であった叔父のファフル・アッディーンがフィールーズターフの王位を狙い，サ

ンジャルの臣下であったバルブのアミール・クマジュAmlr　Qumaj，　同じくヘラートのア

イテギンAytegin！3）と同盟して三方からフィールーズターフに迫った。この時クマジュは

ガルチスターン道から，アイテギンはハリールード沿いの道から，ファフル。アッディーン

はバ…一ミヤーンから軍を進めた［TN：35与］◎　フィールーズターフはこの三つのルートの交

わる場所にあった可能性が高い。

　第二章で述べたように，ゴール朝出現以前に記されたアラビア客地高書群は周辺の地域か

らゴールにいたる道について，ブスト，ザミーン・ダーワルからヒルマンド沿いに北上する

道とヘラートからハリールード沿いに東行する道の二本に言及している。ガズナ朝の遠征も

常にこの二本の道から行われているし，逆にゴール朝が外へ進出していく場合にもこの二本

の道が利用されることが多かった。このことから考えると，ゴール朝時代，ゴール地方とア

フガン山塊周縁部を結ぶ盆道はこの二本と，北方のガルチスターン道，北東のバーミヤーン

13）　ジューズジャーfi　＝一はこのヘラートの支配者をTaj　al－Din　Yuldizと呼んでいる［TN：355　一

　56］o
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　　　　図6　フィールーズターフと他の都市

道の四本であったと言える。上述のようにフィールーズターフがアフガン山塊周縁部を支配

する拠点だったとすると，この四本の道が交わるところにあれば申し分ないことになる（図

6参照）。

　最初に分類した三つのエリアのうち，この条件を満たしそうなのは，ハリールード沿いの

第一エリアとヘルマンドルード上流の第三エリアである。そして興味深いことに先に想定し

た王朝創立以前のシャンサバーニー家の領地はこの二つのエリアに跨って存在している。

フィールーズターフにまちの礎を築いたクトゥブ・アッディーンの時代，シャンサバーニー

家の領域自体はまだゴールを覆うようなものではなかった筈であるから，フィールーズター

フをこの二つのエリアに跨る地域の中に求めるのはそう無理な想定ではなかろう。

　ではこのエリアの中の具体的にどこなのか，ということになると，現在筆者の持つ材料か

らは確定できない。候補としては確かにジャームの近辺が有力かも知れない。何もないとこ

ろにあれだけのミナレットを建設するというのはどうも想像しにくい。しかしジャームその

ものについてはその孤立したロケーションがやはり気になる。「大軍は大道を通る」という

経験則がここでも通用するのなら，ジャームという場所は王都にはふさわしくないようにも

思える。ロケーションの点から言えばジャーム南方のシャフラクのあたりの方が幹道にも

乗っているし，ササン朝時代に遡るのではないかとされる土器片を出す遺跡もいくつかあり
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［Kastner　1968－69；Fisher　1969：343；Ba玉11982：1－241－42］，よりふさわしいかもしれな

い。ただしシャフラクについては先にその近辺に根拠を置いていた筈のDRMYS　BTのぞ

φ後の動向が不明なのでなんとも判断がっかない。新たな考古学的発見でもない限りこれ以

上その候補地を絞るのは難しい。

　一方レシ＝ニクの推すタイワラについては，上に述べた条件からは外れてしまうし，それ

がゴール朝以前のゴールの中心地であり，マスウードによって破壊されたWY，　TWRでは

ないかとの先述の推定が成り立つならばフィールrズクーフには当たり得ないことになる。

む す び

　冒頭にかかげた，地理的政治的状況からコ㌧ル朝の特性に光をあてる，という目的にそっ

て本稿で述べてきた内容をまとめるならば以下の如くになろう。

　（1）シャンサバー寸心家のもともとの領土はヘルマンドルード上流域からハリールード上

　　流域にかけての地にあり，フィールーズターフの位置もそのエリアに求められるであろ

　　う。

　（2）シャンサバー・一家はガズナ朝の後ろ盾を得て勢力をイ申ばし，やがてガズナ朝とセル

　　ジューク朝という二大勢力の衰退という状況のもと，アフガン山塊の外へ積極的に進出

　　することで，統制に服しにくいゴールの小首妻達をまとあ，ゴール朝を出現させた。

　ところでアフガン山塊を巡る道とその上に位置する諸都市とを手中にしたことは，ゴール

朝の支配体鋼のあり方に大きな影響を及ぼしたと考えられる。テユルク入ゴラーム（マム

ルーク）の登用である。

　ゴール朝，あるいはシャンサバーニー家がいっ頃からその軍勢にテユルク人ゴラームを用

い始めたのかは明らかではない。少なくともアラー・アッディーンのガズナ征服遠征の頃に

は，資料にテユルク系の軍勢は現れない。他方，その後ムイッズ・アッディーンがガズナ朝

を追ってインドへと攻め込み戦った南面の軍の重要な部分をテユルク人ゴラームが占めて

いた。イブン・アルアスィールによれば先に触れた1圭87年のプリティヴィラージャとの戦

いで敗れた際，重傷を負ったムイッズ・アッディーンを戦場から探し出し救ったのは彼の

テユルク人ゴラーム達であった［IA：xi一　171］　i4）。ゴール人の軍が我先に退却したのとは好

対照である。また，ギヤース・アッディーンの死後ムイッズ・アッディーンがフィールーズ

ターフに戻って即位すると，ガズナからインドにかけての領域は彼のゴラーム出身の将軍，

タージュ・アッディーン・ユルドゥズTaj　al－Dln　Yuldizとクトゥブ・アッディーン・アイ

14）　もっとも，ジューズジャーニーによると，ムイッズ・アッディーンを助け出したのはハラジュ

　（khalaj）のアイヤールの勇士であったという〔TN：399］



ゴール朝と11－12世紀のアフガニスタン 39

バクQutb　al－Dln　Aybegに託された。二人ともムイッズ・アッディーンによって購入され

訓育されて地位を築いた将軍であるが，この二人の他にも，後にインドで勢力をなしたナー

スィル・アッディーン・クバーチェNa§ir　a1－Din　Kubacha，バハー・アッディーン・トゥ

グリルBaha’al－Din　Tughrilといった王達，スルタン達は皆ムイッズ・アッディーンに買

われ，育てられたヂムイッズィーmu‘izzljゴラームの出身であった15）。

　一般に王朝樹立時に推進力となった勢力が，王朝成立後はその力と功績ゆえに王権を脅か

す危険要素となるという図式は他のイスラーム王朝にも多く見られる。東方イスラーム世界

では，サーマーン朝におけるディフカーン，ブワイフ朝におけるダイラム人，あるいはセル

ジューク朝におけるグズといった存在がその例としてあげられよう［清水宏祐1972；1975］。

支配者側はそれに対するカウンターパートとしてこの時代，テユルク人ゴラームを多く採用

し，王権を保障するための軍事力としたのであるが，ゴール朝においても岡様の傾向が看取

できるのである。

　ゴラームあるいはゴラーム出身の将軍によって構成される軍隊が君主との問に固い絆を持

ち，命令に忠実で非常に優秀な軍事力となり得たということは今更言うまでもない。しかし，

その一方でゴラーム連繋のもう一つの特徴は極めて金がかかるということである。残念なが

ら当時のテユルク人ゴラームの構場を正確に知ることはできないが，清水和裕氏の研究

［1990：5］によればマームーン，ムータスィムの時代，ゴラームは一人あたり10，000から

20，000ディルハムで購入されていたという。ちなみに11世紀半ばのニーシャープールにお

いては，パン1マンが0．5ディルハム，良好な果樹園1ジャリーブが3，000ディルハムで買

えたという記録があるが［TB：809－10］，ゴラームの金額はそれらに比しても決して安いも

のではない。それどころか，この当時テユルク人ゴラームは取引されていた商品の中でも最

も高億なものの一つであっただろうし，特に優秀なゴラームは非常な高値で取引されたと考

えられる。そのような高価なものだからこそ貴重な財産に数えられたり，君主間の贈り物と

して用いられたりしたのである。ところでアラビア語やペルシア語の地理書群はゴールにつ

いて「良い耕地と牧草地がある」と記しているが，ことゴールから外へともたらされる産物

と言えば奴隷（raqiq）と武莫くらいなものであった［1＄㌻．：272；IU：444；翠‘A：101］。険し

い山岳地帯に位置し，遠距離交易の幹線路からも外れたゴールの地に，大量のテユルク人ゴ

ラームを購入するだけの富が早くから蓄積されていたとは考えにくい。またイクター剃を導

入したブワイフ朝やセルジューク朝の例に見られる如くゴラーム軍人からなる軍団の維持に

も多額の金が必要であった〔清水宏祐1972］。ゴール朝がそれだけの富を手中にし得たのは

前章で指摘したようにアラー・アッディーンの征服活動以後のことと考えるのが自然であろ

15）　ジューズジャーニーは，アイバク以降のインドの支配者について記した「第20タバカ」を防

　zikr　al－sala㌻in　al－hind　min　a1－mu‘izziya」と題している。
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う16）。

　ギヤース・アッディーンとムイッズ・アッディーンの死後，ゴールを中心とする帝国の西

方領域は相次ぐ内紛の結果分裂し，最終的にホラズムシャー朝にフィールーズターフを奪わ

れてしまう。一方帝国の東方領域すなわち北インドにおいては，ムイッズ・アッディーンの

ゴラーム出身の将軍がゴール朝の征服活動の成果をしっかりと受け継ぎ北インドにおけるム

スリム支配を確立していった。このような大きな流れを見てもゴール朝の成立から崩壊への

過程と，アフガン山塊を巡る道の支配とは極めて密接に関わっている，と言えるのではなか

ろうか。
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